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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  フリーズ後の画像に対してイメージローテー
ションを行う場合も、不連続な境界位置と描出画像をず
らして回転移動する。
【解決手段】  座標変換回路１０は、座標変換するため
に一旦音線データを格納するメモリ１７と、メモリ１７
の書込みアドレスの発生及び制御を行うメモリ書込み制
御回路１８と、超音波走査をＴＶ走査へと座標変換する
ためのデータが格納されている２０と、メモリ１７から
座標変換するために読み出された超音波データとメモリ
２０から出力された重み付けデータとを演算しＴＶ走査
の画素に対応する値を算出する演算回路２１とからな
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波をラジアル走査し、得ら
れた超音波エコー信号を処理してラジアル走査超音波画
像を生成する超音波診断装置において、
所定の半径方向を走査開始方向としてラジアル走査し前
記走査開始方向と略一致する半径方向を走査終了方向と
して前記被検体の超音波画像を得る超音波像取得手段
と、
前記超音波画像取得手段により得られた超音波画像を、
前記走査開始方向及び前記走査終了方向に対して前記ラ
ジアル走査の中心の周りに相対的に回転させる回転角度
量を設定する回転角度量設定手段と、
前記回転角度量設定手段の設定に基づいて前記相対的に
回転された超音波画像を生成する画像回転手段とを備え
たことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】  前記超音波像取得手段により得られた複
数フレーム分の超音波画像のエコーデータを記憶する記
憶手段を更に有し、
前記画像回転手段は、前記記憶手段に記憶されている複
数フレーム分のエコーデータを用いて相対的に回転され
た超音波画像を生成することを特徴とする請求項１に記
載の超音波診断装置。
【請求項３】  前記画像回転手段は、前記ラジアル走査
における超音波送受信のタイミングを前記回転角度設定
手段により設定された回転角度量に基づいて変更するこ
とを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置、
特に、超音波ラジアル画像を回転移動可能なイメージロ
ーテーション機能を有する超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】超音波診断装置は、超音波内視鏡もしく
は超音波探触子を使用し、生体へ超音波を送受波し、得
られたエコー信号に対し様々な信号処理及び画像処理を
行うことにより、生体の断層像を生成し表示する装置で
ある。
【０００３】超音波内視鏡や超音波探触子を使用した走
査方法の一つにラジアル走査方式がある。これは、先端
に単一または複数の振動子を設け、機械的に回転させな
がら走査を行うラジアル機械式走査と、先端に複数の振
動子を設け、電気的に切り替えながら超音波の送受波を
行うラジアル電気式走査、更には機械式と電気式の両者
を組み合わせたラジアルコンバイン走査がある。超音波
診断は、前記超音波内視鏡や超音波探触子を管腔内に挿
入し、音響媒体として脱気水を管腔内に充満させるこで
音響的な整合をとり、生体内断層像を得ており、病変部
の質的診断や深達度診断を行っている。
【０００４】ところで、体腔内用超音波診断装置は、ラ
ジアル画像描出時に画像表示を回転移動させるイメージ
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ローテーション機能を有するのが一般的である。
【０００５】消化管分野の医師は、まず全円表示にて管
腔内の病変位置方向を特定し、病変部位をラジアル走査
の中心よりも下方に位置づけ、下半円表示にして精査を
することが多く、また、超音波画像上に描出された部位
位置を実際の臓器の配置関係と対比し易いように回転移
動させる場合もある。このために、最近の超音波診断装
置では、フリーズ解除時のライブ状態だけでなく、フリ
ーズ時にもイメージローテーションが機能する装置も提
供されている。
【０００６】また、最近の超音波診断装置は、得られた
超音波信号を連続的な複数フレーム分を大容量メモリに
記憶し、フリーズ後に順次読み出して再生可能なシネメ
モリ機能がある。これは、精査するためにフリーズをし
た際、力の入り加減で画像がぶれてフリーズされる場合
やタイミングがずれて画像が得られることが多くあるこ
とから、フリーズタイミング前後の数十秒から数分にい
たる複数フレームを記憶し、フリーズ後にシネメモリよ
り画像を順次読み出し、再生して精査を行うことを可能
としている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】電子及び機械式ラジア
ル走査超音波診断装置では、生体内の振動や心臓による
拍動により、走査開始基点及び終点が不連続な境界とな
ることがある。特に機械式走査型では、機械的回転時に
発生する回転ムラ（回転の揺れ）の影響を受け、不連続
境界は顕著に目立ってしまう。
【０００８】このときに、図１１（ａ）に示すように不
連続な境界位置と病変部位が重なって描出された場合
は、詳細な観察がし難くなり、不便である。そこで、従
来の超音波診断装置では、フリーズ解除しているライブ
状態で、イメージローテーション機能を使用すること
で、図１１（ｂ）に示すように不連続な境界位置を固定
したまま描出画像を回転移動させることが可能な装置が
提供されている。
【０００９】しかし、フリーズ後の画像に対してイメー
ジローテーションを行う場合には、図１１（ｃ）に示す
ように描出画像と不連続境界とが一緒に回転移動してい
まい、両者が重ならない超音波画像を得るためには、再
度フリーズを解除して、病変部位を描出し直す必要があ
り、非常に不便であった。
【００１０】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、フリーズ後の画像に対してイメージローテーシ
ョンを行う場合も、不連続な境界位置と描出画像をずら
して回転移動することのできる超音波診断装置を提供す
ることを目的としている。
【００１１】また、本発明の他の目的は、フリーズ解除
時及びフリーズ時に個々に行ったイメージローテーショ
ンの回転移動に関し、フリーズを解除した後も違和感無
い回転移動を行うことのできる超音波診断装置を提供す
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ることである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波診断装置
は、被検体に超音波をラジアル走査し得られた超音波エ
コー信号を処理してラジアル走査超音波画像を生成する
超音波診断装置において、所定の半径方向を走査開始方
向としてラジアル走査し前記走査開始方向と略一致する
半径方向を走査終了方向として前記被検体の超音波画像
を得る超音波像取得手段と、前記超音波画像取得手段に
より得られた超音波画像を、前記走査開始方向及び前記
走査終了方向に対して前記ラジアル走査の中心の周りに
相対的に回転させる回転角度量を設定する回転角度量設
定手段と、前記回転角度量設定手段の設定に基づいて前
記相対的に回転された超音波画像を生成する画像回転手
段とを備えて構成される。
【００１３】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１４】図１ないし図９は本発明の第１の実施の形
態に係わり、図１は超音波診断装置の概略構成図であ
り、図２は座標変換回路の構成図であり、図３は座標変
換テーブルと超音波画像の表示領域の関係を示した図で
あり、図４は超音波探触子の回転状態を示す信号を示す
図であり、図５は複数フレーム分の超音波音線データが
格納されている大容量メモリの概念図であり、図６はフ
リーズ解除時のイメージローテーションを説明する図で
あり、図７はフリーズ時のイメージローテーションを説
明する図であり、図８及び図９はフリーズ時にイメージ
ローテーションを行った場合の大容量メモリから読み出
す音線データを示した図である。
【００１５】図１に示す第１の実施の形態の超音波診断
装置１は、超音波の送受信を行う超音波探触子２を接続
し駆動する駆動部３と、操作者の入力に応じて超音波診
断装置１の機能を切り替える操作卓４と、超音波の送受
信の開始（フリーズ解除動作）もしくは停止（フリーズ
動作）の切替え、そしてプリンタ出力を指示するための
スイッチを持つフットスイッチ５とが接続される。
【００１６】また、超音波診断装置１で出力されるＲＧ
Ｂ信号、Ｙ／Ｃ信号、複合映像信号は、図には示してい
ないモニタやプリンタ、画像ファイリング装置、ＶＴＲ
等の周辺機器へと入力される。
【００１７】超音波診断装置１は、超音波の送信パルス
を生成する送信回路６と、超音波を生体へ送波し、反射
された超音波を受波し、その信号を増幅する増幅器、送
受波した超音波の周波数に適して切り替わるＢＰＦ（バ
ンドパスフィルタ）、対数圧縮、表示レンジの切替えに
応じて切り替わるＬＰＦ（ローパスフィルタ）等で構成
されるアナログ信号処理回路７と、アナログ信号をデジ
タル信号へと変換するＡ／Ｄ変換器８と、デジタル化さ
れた超音波信号を記憶する超音波音線データ格納大容量
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メモリ９と、超音波走査をＴＶ走査である直交座標へと
座標変換するための座標変換回路１０と、ＣＰＵを含み
装置全体の制御を行う制御回路１１と、画面上に表示す
る文字やマーク、計測時に表示する図形等のグラフィッ
ク関係の制御及び発生を行うグラフィック回路１２と、
ＴＶ走査へと座標変換された超音波画像とグラフィック
回路１２にて生成されたグラフィック信号との重畳を行
う画像重畳回路１３と、デジタル処理された画像信号を
アナログ信号へと変換するＤ／Ａ変換器１４と、ＴＶの
同期信号とアナログ画像信号を合成しバッファにより出
力する映像信号出力回路１５と、操作者毎に記憶する画
質設定情報や走査卓４により画像データを記憶するハー
ドディスク（ＨＤＤ）１６とで構成されている。
【００１８】また、図２は図１の超音波診断装置１内の
座標変換回路１０の更に具体的な構成を示しており、座
標変換するために一旦音線データを格納する座標変換用
メモリ１７と、座標変換用メモリ１７の書込みアドレス
の発生及び制御を行う座標変換用メモリ書込み制御回路
１８と、座標変換テーブルのアドレスを発生するＴＶ走
査アドレス発生回路１９と、超音波走査をＴＶ走査へと
座標変換するためのデータが格納されている座標変換テ
ーブルデータ格納メモリ２０と、座標変換用メモリ１７
から座標変換するために読み出された超音波データと、
座標変換テーブルデータ格納メモリ２０から出力された
重み付けデータとを演算し、ＴＶ走査の画素に対応する
値を算出する演算回路２１とで構成されている。
【００１９】この実施の形態の作用を以下に述べる。
【００２０】超音波診断、特に体腔内超音波診断を行う
際は、まず、超音波探触子２を体腔内に挿入し、音響媒
体（脱気水やゼリー）を介して生体へと接触させる。
【００２１】超音波観測装置１内の送信回路６は、制御
回路１１に基づき超音波駆動パルスを発生し、駆動部３
へと伝達する。駆動部３は、制御回路１１に基づき超音
波探触子２内のフレキシブルシャフトを回転させると共
に、超音波探触子２の先端にある超音波振動子へと前記
超音波パルスを伝達する。超音波振動子は前記超音波駆
動パルスに応じて生体内に超音波を送波すると共に、生
体内で反射された超音波エコー信号を受波する。
【００２２】受波された超音波エコー信号は、駆動部３
を介し、超音波診断装置１のアナログ信号処理回路７へ
と伝達される。伝達された超音波エコー信号は、増幅器
により増幅され、送受した超音波周波数に適して切り替
えられたＢＰＦを通り、対数圧縮及び検波され、表示レ
ンジに応じたＬＰＦを通る、といった一連のアナログ信
号処理が行われ、Ａ／Ｄ変換器８でデジタル信号へと変
換される。
【００２３】デジタル信号に変換された超音波信号は、
超音波音線データ格納大容量メモリ９（シネメモリ）に
記憶される。フリーズが掛かったときに、この超音波音
線データ格納大容量メモリ９の書込みを、ある規定のタ
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イミングにて中止すれば、フリーズ後も、図には記載し
ていないが画質調整処理を行うことができる。制御回路
１１は、超音波音線データ格納大容量メモリ９の読み出
し制御信号を出力し、超音波音線データを読み出す。
【００２４】読み出された超音波音線データは、ラジア
ル走査等によって得られるため、超音波振動子からの送
波方向とＴＶ走査の方向が一致しない。従って、座標変
換回路１０にて直交座標へと変換し、ＴＶ走査方向と一
致したデータにする必要がある。
【００２５】ところで、ＣＰＵを含む制御回路１１は、
装置全体の制御を行っており、図には示していないが装
置各回路の制御を行っている。
【００２６】グラフィック回路１２は、制御回路１１に
基づき患者ＩＤや患者名、日付、病院名等の文字や、計
測時の線や円、任意曲線等のグラフィック信号の生成及
び表示制御を行う回路である。
【００２７】座標変換回路１０からの超音波画像信号
と、グラフィック回路１２からのグラフィック信号とを
画像重畳回路１３にて重畳し、デジタル画像信号として
出力する。
【００２８】このデジタル画像信号はデジタルであるた
め、Ｄ／Ａ変換器１４にてアナログ信号へと変換し、Ｔ
Ｖ同期信号と共に、公知のＮＴＳＣ／ＰＡＬエンコーダ
等を含んだ映像信号出力回路１５にて各種映像信号を作
成する。
【００２９】制御回路１１は、操作卓４からの指示によ
り、超音波音線データ格納大容量メモリ９からのデータ
をハードディスク１６へ記憶して保存することができる
と共に、ハードディスクに保存された画像データを再び
大容量メモリ９へ書き込み、モニタ等へ再生表示するこ
とができる。
【００３０】図２に示したように、座標変換において
は、超音波音線データ格納大容量メモリ９から読み出さ
れた超音波音線データは、座標変換するために座標変換
用メモリ１７に一旦格納される。
【００３１】制御回路１１は、座標変換用メモリ１７の
書込み開始信号を座標変換用メモリ書込み制御回路１８
へ出力する。座標変換用メモリ書込み制御回路１８は、
開始信号を受けて規定数の超音波データの書込み等の制
御を行う。
【００３２】座標変換テーブルデータ格納メモリ２０に
は、ＴＶの画衆に対応した座標データをアドレスとして
入力した場合、ＴＶ画素値を算出するために必要な超音
波データが格納されている座標変換用メモリ１７のアド
レスと、重み付けデータが出力されるようになってい
る。
【００３３】演算回路２１は、座標変換用メモリ１７か
ら読み出された超音波データと、重み付けデータとを合
成演算し、ＴＶ画素に対応した補間値を算出する。
【００３４】座標変換について図３を用いて視覚的に説
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明する。
【００３５】座標変換テーブルデータは、座標（０，
０）に対応する０番地アドレスから、座標（１０２３，
１０２３）に対応する（１０２４×１０２４－１）番地
アドレスまでの２０ビットのアドレス領域を持つとす
る。座標（Ｘ，Ｙ）に対応する（Ｘ＋１０２４×Ｙ）番
地アドレスを、座標変換テーブルデータ格納メモリ２０
に入力した場合、そのＴＶ画素の値を算出するために必
要な超音波データアドレス、つまり座標変換用メモリ１
７の読み出しアドレスと、重み付けデータを出力する。
２０ビットのアドレス領域は、座標Ｘを下位１０ビット
アドレス、座標Ｙを上位１０ビットアドレスとすれば制
御し易い。
【００３６】座標変換アルゴリズムは、例えば特開昭６
４－６４６３５号公報に記載されている４点補間法が一
般的である。
【００３７】４点補間法で直交座標である画像データ
（ＴＶ画素値）を算出する場合、座標変換用メモリ１７
は、４つのメモリで構成し、座標変換テーブルデータ格
納メモリ２０は４点補間に必要な４つの座標変換用メモ
リ１７のアドレスを発生するよう構成される。
【００３８】また、そのデータと共に、各４点のデータ
に対応する重み付けデータも出力する。演算回路２１
は、読み出された４つの超音波データと、それぞれの重
み付けデータとを合成演算することで、ＴＶ画素値を算
出する。
【００３９】表示したい超音波画像の表示開始座標を
（Ｘ，Ｙ）とし、画像サイズ（領域）をＸｓｉｚｅ×Ｙ
ｓｉｚｅ  とした場合、実際表示される超音波画像の座
標範囲は、（Ｘ，Ｙ）と（Ｘ＋Ｘｓｉｚｅ－１，Ｙ＋Ｙ
ｓｉｚｅ－１）で囲まれる範囲となる。制御回路１１
は、画像表示開始座標（Ｘ，Ｙ）と表示サイズ（Ｘｓｉ
ｚｅ，Ｙｓｉｚｅ）をＴＶ走査アドレス発生回路１９に
出力する。
【００４０】ＴＶ走査アドレス発生回路１９は、前記座
標変換テーブルデータのアドレス設定値（Ｘ，Ｙ）を基
準座標とし、ＴＶ走査方向である水平方向へ順次カウン
トアヅプしながらアドレスとして出力し、座標（Ｘ＋Ｘ
ｓｉｚｅ－１，Ｙ）までをアドレスとして出力する。
（Ｘ＋Ｘｓｉｚｅ－１，Ｙ）の次は（Ｘ，Ｙ＋１）に対
応するアドレスを出力し、最終的には（Ｘ＋Ｘｓｉｚｅ
－１，Ｙ＋Ｙｓｉｚｅ－１）に対応するアドレスを出力
する。
【００４１】つまり、制御回路１１が、表示したい超音
波画像の開始座標（Ｘ，Ｙ）と表示サイズ（Ｘｓｉｚ
ｅ，Ｙｓｉｚｅ）をＴＶ走査アドレス発生回路１９に与
えれば、超音波画像の表示サイズが決定することにな
る。
【００４２】次にイメージローテーションについて図４
～図９を用いて説明する。
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7
【００４３】駆動部３は、図には示していないエンコー
ダが内蔵されており、エンコーダは、超音波探触子２内
のフレキシブルシャフトの回転状態に応じて回転基準信
号（Ｚ相）と回転角度信号（Ａ相、もしくはＢ相）の少
なくとも２種類の信号を装置へ送信する。回転基準信号
とは、フレキシブルシャフトが一回転したときに１パル
ス発生する信号であり、回転角度信号とは、回転の所定
角度ごとにパルスを発生する信号である。本実施例での
回転角度信号は、１回転の内に２５６のパルスを発生す
るものとし、パルスの立上がりエッジ及び立下りエッジ
の両者を利用して超音波の送受信を行うことから、１フ
レームは５１２本の音線データから構成される。この回
転基準信号と回転角度信号の関係を図４（ａ）及び
（ｂ）に示す。
【００４４】図４（ａ）及び（ｂ）の信号は、制御回路
１１に入力され、図４（ｃ）及び（ｄ）のパルス信号に
整形する。このとき回転基準パルス信号は回転基準信号
のアクティブ期間中に回転角度信号の立上りエッジが発
生したときにパルスを発生するように設定している。ま
た、回転基準パルス信号と回転角度パルス信号が同時に
発生する時を１フレームの０音線目として認識するよう
に設定し、図５に示す超音波音線データ格納大容量メモ
リ９に順次記憶していく。
【００４５】超音波音線データ格納大容量メモリ９に記
録されたデータは、前述した座標変換回路１０等で直交
座標へ座標変換され、図６（ａ）のように表示される。
【００４６】ところで、フリーズ解除時のイメージロー
テーションは、操作者が操作卓４を用いて指示した回転
方向及び回転量に合わせて、回転角度パルス信号と回転
基準パルス信号とをずらせて発生させることで実現でき
る。
【００４７】具体的には、操作者が図６（ａ）から図６
（ｂ）のように反時計回りにイメージローテーションを
行う場合は、図４（ｄ）の回転角度パルス信号に対し
て、図４（ｃ）に示す回転基準パルス信号を図４（ｅ）
のように遅らせて発生させる。
【００４８】これにより、１音線目のデータが擬似的に
０音線目のデータとして超音波音線データ格納大容量メ
モリ９に書き込まれ、走査開始基点及び終点の位置は固
定されたままで、描出された部位のみ反時計回りに回転
移動することができる。
【００４９】図４（ｅ）は１音線だけずらせているが、
図６（ｂ）のように大きく回転移動させる場合は、図４
（ｄ）に対する図４（ｅ）の遅れ（ずれ）量を大きくす
れば回転移動量が大きくなる。
【００５０】次に、時計回りにイメージローテーション
を行う場合は、図４（ｆ）のように、回転角度パルス信
号に対して、擬似回転基準パルス信号を進めてやれば良
い。
【００５１】ところで、本実施の形態でのフリーズ解除
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時のイメージローテーションは、直接大容量メモリ９へ
の書き込みを制御して実現させているが、Ａ／Ｄ変換器
８と超音波音線データ格納大容量メモリ９との間に、Ｆ
ＩＦＯメモリ等を設け、ＦＩＦＯメモリへの書き込みを
制御するように構成しても効果は同じである。
【００５２】次に、フリーズ時のイメージローテーショ
ンについて説明する。超音波音線データ格納大容量メモ
リ９は、図５のように複数枚の超音波音線データが記憶
される。フリーズ時には最新のＮフレームの画像が画面
に表示される。操作者は、操作卓４を用いて１～Ｎフレ
ームの任意の画像を選択表示することができ、また、１
～Ｎフレームの画像を自動的に再生表示させることもで
きる。
【００５３】まずは、（Ｎ－１）フレームの画像を選択
表示し、イメージローテーションを行うことを考える。
図７（ａ）のように時計回りにイメージローテーション
を行う場合は、表示されている（Ｎ－１）フレームの０
音線目～５１１音線目のデータを、図８のように（Ｎ－
２）フレーム及び（Ｎ－ｌ）フレームの２フレームにま
たがるように読み出すことで実現できる。これは、（Ｎ
－２）フレームの５１１音線目と（Ｎ－１）フレームの
０音線目のデータが時間的に連続していることから、不
連続な境界とならないためであり、走査開始基点及び終
点を固定したままで、描出する画像のみ回転移動するこ
とができる。
【００５４】また、図７（ｂ）に示すように（Ｎ－１）
フレームの画像を反時計回りにイメージローテーション
を行う場合も同様に、（Ｎ－１）フレーム及びＮフレー
ムの２フレームの音線データを利用することで、不連続
な境界（走査開始基点及び終点）を固定したままで、描
出された画像のみ回転移動することができる。
【００５５】但し、１フレーム目の画像、もしくはＮフ
レーム目の画像で、更にフレームの無い方向にイメージ
ローテーションを行う場合は、図９のように読み出すこ
とで、イメージローテーションは可能となるが、不連続
な境界と、描出された画像の位置関係は変わらずに回転
移動されるようになる。
【００５６】ところで、大容量メモリ９に格納されてい
る複数フレームを選択表示するときに、表示されている
フレームの番号と、格納された総フレーム数とを表示す
る場合がある。例えば格納されたフレーム総数が１６０
枚で、表示するフレームを１４０番目とした場合は、１
４０／１６０というように画面に表示する。そして、選
択するフレームを変えると、１３９／１６０というよう
に数値も変化させている。
【００５７】このとき、イメージローテーション機能に
より、図８のように２つのフレームにまたがって表示す
る場合は、（Ｎ－２）－（Ｎ－１）／Ｎというように操
作者に選択されているフレームを分かりやすく表示させ
ると良い。
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【００５８】ところで、フリーズ時にイメージローテー
ションを行った後、フリーズを解除した場合、大容量メ
モリの読み出しがリセットされるため、フリーズ前後で
の回転移動量の整合がとれなくなり、操作者に混乱を与
えてしまう。そこで、ライブ時のイメージローテーショ
ンの時計回り回転量を＋ｉとし（図４（ｅ）及び図４
（ｆ）参照）、フリーズ時の時計回り回転量を＋ｊとす
る（図５参照）。
【００５９】そしてフリーズが解除された場合は、回転
角度パルス信号に対する擬似回転基準パルス信号を＋
（ｉ＋ｊ）のずれ量を与えて大容量メモリ９への書き込
みを制御することで、操作者に違和感のない回転移動を
与えることができる。
【００６０】本実施の形態では、機械式ラジアル走査型
を例に示したが、電子式ラジアル走査型も同様に適用可
能である。
【００６１】本実施の形態によれば、従来ではフリーズ
時のイメージローテーションで、不連続な境界と描出さ
れた画像が一緒に回転移動されてしまい、不連続境界と
病変部位が重なって描出された場合も、フリーズを解除
することなく、精査することが可能となる。
【００６２】図１０は本発明の第２の実施の形態に係る
超音波音線データ格納大容量メモリ９に格納されている
フレーム毎の音線データのイメージ図である。
【００６３】第２の実施の形態は、第１の実施の形態と
ほとんど同じであるので、異なる点のみ説明し、同一の
構成には同じ符号をつけ説明は省略する。
【００６４】本実施の形の構成は、第１の実施の形態で
示した図１と同じ構成で実現できる。
【００６５】具体的な作用を以下に述べる。第２の実施
の形態では、第１の実施の形態で大容量メモリ９に格納
された１フレーム目及びＮフレーム目の画像について、
更にフレームのない方向へイメージローテーションを行
う際は、不連続境界と描出された画像とが一緒に回転移
動してしまう不都合があった。第２の実施の形態ではこ
の不都合を改善している。
【００６６】具体的には、大容量メモリ９に記憶してい
る総フレーム数を、操作者に認識させている（画面に表
示している）枚数よりも図１０のように多く格納してお
き、この余分に格納されたフレーム（０フレーム目及び
（Ｎ＋１）フレーム目）を利用してイメージローテーシ
ョンを行うことで、操作者が認識している端のフレーム
に対しても、走査開始基点及び終点を固定したままで、
描出画像を回転移動することができる。
【００６７】図１０のハッチングしている０フレーム目
及び（Ｎ＋１）フレーム目は、操作者に認識させないフ
レームを示し、例えばＮフレーム目のイメージローテー
ションで、更にフレームが無い方向に回転移動する場合
は（Ｎ＋１）フレームのデータを使用することで、走査
開始基点及び終点を固定したままで、描出画像のみを回
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転移動することができる。
【００６８】本実施の形態によれば、イメージローテー
ションを行う際、全フレームについて走査開始基点及び
終点を固定したままで、描出画像を回転移動することが
できるため、更に違和感が無いイメージローテーション
機能を操作者へ提供することが可能である。
【００６９】［付記］
（付記項１）  超音波振動子から生体へ超音波を放射状
に送受波し、得られた受信信号を処理して、ラジアル走
査超音波画像を生成する超音波診断装置において、送受
波により得られたエコーデータを、ラジアル走査の回転
角度を表すパルス信号を基にして複数フレーム分記憶す
るシネメモリと、超音波画像内の所定の半径方向に表示
される走査開始基点及び終点を、描出された対象物に対
して相対的に所望する円周方向に回転移勣させるイメー
ジローテーション手段を持ち、フリーズを解除している
ライブ状態では、エコーデータの前記シネメモリ、もし
くは前記シネメモリの前段に配置しているメモリへの書
き込みを制御することで、前記イメージローテーション
を行い、フリーズされた超音波画像では、前記シネメモ
リに記録されている複数フレーム分のエコーデータを使
用して前記イメージローテーションを行うことを特徴と
する超音波診断装置。
【００７０】（付記項２）  付記項１記載の超音波診断
装置において、前記超音波振動子の回転状態を表すパル
ス信号は、前記超音波振動子が一周した時に１パルス発
生する回転基準信号と、回転の所定角度ごとに発生する
回転角度信号の少なくとも２種類存在し、フリーズ解除
しているライブ状態での前記イメージローテーション
は、所望する回転移動量に対応させて、前記回転基準信
号と前記回転角度信号の時相をずらすことで実現するこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【００７１】（付記項３）  付記項１記載の超音波診断
装置において、フリーズ時の前記イメージローテーショ
ンは、前記シネメモリに記憶されている表示画像の前後
フレームのエコーデータを利用して実現することを特徴
とする超音波診断装置。
【００７２】（付記項４）  請求項１記載の超音波診断
装置において、前記シネメモリに記憶された超音波画像
の枚数、及び現在の表示画像の順番を画面に表示し、フ
リーズ後の前記イメージローテーションでフレームを超
えて表示する場合は、表示画像の順番を選択されたフレ
ームに合わせて変更することを特徴とする超音波診断装
置。
【００７３】（付記項５）  付記項１記載の超音波診断
装置において、前記シネメモリに記憶されている端のフ
レームに対して、フレームのない方向に更に前記イメー
ジローテーションを行う場合は、超音波画像の所定の半
径方向に表示される走査開始基点及び終点と、描出され
た対象物とが一緒に回転移動するよう構成したことを特
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徴とする超音波診断装置。
【００７４】（付記項６）  付記項１記載の超音波診断
装置において、実際に前記シネメモリに記憶する総フレ
ーム数は、画面に表示している、もしくは操作者に認識
させている総フレーム数よりも少なくとも１枚以上多く
記憶しておくようにし、この余分に記憶したフレームを
も利用して前記イメージローテーションを行うことを特
徴とする超音波診断装置。
【００７５】付記項１～６の構成により、フリーズ解除
時及びフリーズ時の両者において、また、予め記憶され
ている複数フレーム分の画像群においても、イメージロ
ーテーションを行う場合は、描出部位と不連続境界とを
ずらして回転移動することができるため、一度病変部位
を描出してフリーズを行えば、確実に精査を行うことが
できるため、検査時間を短縮することができる。また、
シネメモリ機能を利用して実現しているため、特別なハ
ードウェアは特に必要とならないことから、簡単な構成
で安価に実現することができる。
【００７６】（付記項７）  付記項１記載の超音波診断
装置において、予め記憶されている超音波画像群を読み
出して前記イメージローテーションを行う場合も、複数
フレームのエコーデータを使用して行うことを特徴とす
る超音波診断装置。
【００７７】（付記項８）  付記項１記載の超音波診断
装置において、超音波画像のフリーズ前後での前記イメ
ージローテーションの回転移動量を保持し、フリーズ解
除された後に、フリーズ前後での回転移動量を合わせた
回転移動量として設定することを特徴とする超音波診断
装置。
【００７８】（付記項９）  付記項７記載の超音波診断
装置において、前記イメージローテーションの時計回り
の回転移動量を、フリーズ解除時は＋ｊとし、フリーズ
時は＋ｊとし、その後、フリーズが解除された場合の時
計回りの回転移動量を＋（ｉ＋ｊ）とすることを特徴と
する超音波診断装置。
【００７９】付記項７～９の構成により、フリーズ時に
実施した回転移動量を、フリーズを解除した後にも反映
されるため、操作者が違和感無く使用することができる
と共に、フリーズ解除後に再度回転移動量を設定する手
間を省くことができるため、検査効率を向上することが
できる。
【００８０】本発明は、上述した実施の形態に限定され
るものではなく、本発明の要旨を変えない範囲におい
て、種々の変更、改変等が可能である。
【００８１】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、フ
リーズ後の画像に対してイメージローテーションを行う
場合も、不連続な境界位置と描出画像をずらして回転移
動することができるという効果がある。
【００８２】また、フリーズ解除時及びフリーズ時に個
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々に行ったイメージローテーションの回転移動に関し、
フリーズを解除した後も違和感無い回転移動を行うこと
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る超音波診断装
置の概略構成図
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る座標変換回路
の構成図
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る座標変換テー
ブルと超音波画像の表示領域の関係を示した図
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る超音波探触子
の回転状態を示す信号を示す図
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る複数フレーム
分の超音波音線データが格納されている大容量メモリの
概念図
【図６】本発明の第１の実施の形態に係るフリーズ解除
時のイメージローテーションを説明する図
【図７】本発明の第１の実施の形態に係るフリーズ時の
イメージローテーションを説明する図
【図８】本発明の第１の実施の形態に係るフリーズ時に
イメージローテーションを行った場合の大容量メモリか
ら読み出す音線データを示した第１の図
【図９】本発明の第１の実施の形態に係るフリーズ時に
イメージローテーションを行った場合の大容量メモリか
ら読み出す音線データを示した第２の図
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る複数フレー
ム分の超音波音線データが格納されている大容量メモリ
の概念図
【図１１】従来の超音波診断装置でのイメージローテー
ションの概念図
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波探触子
３…駆動部
４…操作卓
５…フットスイッチ
６…送信回路
７…アナログ信号処理回路
８…Ａ／Ｄ変換器
９…超音波音線データ格納大容量メモリ
１０…座標変換回路
１１…制御回路
１２…グラフィック回路
１３…画像重畳回路
１４…Ｄ／Ａ変換器
１５…映像信号出力回路
１６…ＨＤＤ
１７…座標変換用メモリ
１８…座標変換用メモリ書き込み制御回路
１９…ＴＶ走査アドレス発生回路
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２０…座標変換テーブルデータ格納メモリ *
14

*２１…演算回路

【図１】

【図２】 【図３】

【図４】
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